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重E藻に関する徴細構造を含めた形態学的特徴や，生 ( cyanobacteria)として扱い，分類の基本単位として培
理・生化学的情報が増え，また培養技術が進み，伝統 養株(c1one)を用いようという Stanierら(St阻 ierand 

的な形態分類学だけではこの生物群の分類をすること Cohen-Bazire 1977; Stanier et al. 1971， 1978)の細菌学

ができない現状である。一方では分類学や生態学の専 的な分類方法を比較し，それぞれの問題点を挙げてい

門家のみならず，実験生物学者も藍藻を材料とした研 る。その上で，伝統的な植物学的分類方法を用い，ま

究を盛んに行う様になるに至って，現在までの知識を た分類群の概念や命名も植物命名規約に従っている。

取入れた，論理的で分かりやすい新しい藍藻の分類体 従って属名の出発点は，非糸状体(小球体)の藍藻で

系が多方面から望まれていた。そこで， 1983年に聞か はLinne(1753)のSpeciesplantarum，糸状体の藍藻で

れた第9回国際藍藻研究会(IAC)シンポジウムで，最 はGomont(1892)および Bornetand Flahau1t (1886-

近の知識を反映させて藍藻の分類をより発展させよう 1888;植物命名規約第13条により，出発点は1886年 1

という討議がなされ，それを受けて， K. Anagnostidis 月1日)である。

(ギリシャ，アテネ大学)とJ.Komarek (チェコスロ monothetic原則に従い，分類の基本単位を種として

パキア，植物学研究所)は， 1985年から1990年にかけ いる。また属の捉え方にも 2通りあるが， r大きな」
て， rModern approach to the c1assification system of 属ではなく， r小さな，不明瞭でなし、，限定された」

cyanophytesJを5編， 400頁の論文として発表した 属を選び，将来は属として区別できるかも知れないが，

(Anagnostidis and Komarek 1985， 1988， 1990; Komarek その基本的証拠がまだ不足している場合に亜属を用

組 dAnagnostidis 1986， 1989)。この論文では， Geider い，多様な種の区別をつけやすい場合には節も用いて

(1925， 1932， 1942)に代表される伝統的分類体系に変 いる。種内分類群としては変種と品種のみを用いるが，

わるものとして，藍藻の新しい分類体系を作る上での 両者の差は量的なものと考える。

著者らの基本的な考え方が示され，属以上の階級のい この分類では，過去に記載された種の正当性を評価

くつかの分類群について，最新の知識を交えた比較検 し，また新しく分類群を設立するに当たっては，著者

討が行われている。 らの経験と合わせ次のデータを検討している。

序 論

最も一般的な， Geider (1925， 1932， 1942)に代表さ

れる伝統的分類方法と，タイプ標本の再検討を行い，

種の幅を広く捉え，分類群の数を徹底的に減らした

Drouetら(Drouetand Daily 1956; Drouet 1968， 1973， 

1978， 1981)のecophene的分類方法，それに，藍藻を

藻類としてでなく細菌類の一群，藍色細菌類

1.分類の基本的骨格として用いる以下のモノグラ

フ。

Bornet and Flahault (1886-1888)， Gomont (1892)， 

Geider (1925， 1932， 1942)， Elenkin (1936-1949)， Holler-

bach et al. (1953)， Desikachary (1959)， Starmach (1966)， 

Kondrateva (1968)， Bourrelly (1970)。

2.新分類群や，分類群の修正に関する，様々な出

版物で発表された論文。

3.藍藻細胞の徴細構造を扱っている論文。
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4.様々な種や属の形態学的，生化学的，環境生理

学的変異や生殖過程等について情報を提供してくれる

実験的研究。

5.藍藻の化石に関する研究論文。

藍藻の生殖方法を表す術語については，若干の説明

を付け加え，いくつかの術語については新しく日本語

訳を設けた(+印)。

i )通常の(二)分裂:細胞分裂が互いに垂直なし

2または3の面で行われるか，それ以上の面で行われ

るか等，分裂方法は多くの属で安定した特徴である。

細胞分裂の型は，偽糸状体や偽柔組織を作るという進

化の傾向と関係があるので，属より上の階級の特性と

みなしている。

u)徴胞子+(nanocytes) :特別の生殖細胞が内生的

に発達するのではなく，細胞が連続的またはほとんど

同時に分裂して娘細胞が形成され，分裂様式は基本的

に二分裂と変わりがない場合，このようにして形成さ

れた娘細胞を徴胞子(n姐 ocytes)という。徴胞子の分

裂様式は属より上の階級の分類に用いられる。徴胞子

のうち特に滑走運動をするものを動徴胞子 (plano-

cytes)，滑走運動のないものを不動徴胞子+(monocytes) 

と区別している。またこの定義は単細胞性のPロオコ

ックス目のみならず多細胞性のスチゴネマ自にも適用

されている。

出)外生子+(exocytes): Chan蹴 siphonaceaeで，直

立する細胞(体)において，その長軸に対して垂直(横)

の面で細胞の上部が不均等に分裂して形成されるか，

または不均等に分裂した細胞がさらに多面的に分裂し

て形成される細胞をいう。

iv)連鎖体(hormogonia):トリコーム主軸または分

枝の先端から遊離する数細胞からなる小体で，運動性

を示す。

v)不動連鎖体(hormocytes):連鎖体と同様に形成

されるか，あるいは壊死細胞+(necridic cells)を介在

して形成され，連鎖体と同様の構造を持つが運動性が

ない。

vi)厚膜連鎖体(hormocystes):層状の輸に包まれ

た不動の連鎖体で，連鎖体や不動連鎖体とは区別して，

多細胞のアキネートと見なしている。

以下に目および科と亜科の特徴を記述し，各科(亜

科)内の属を列挙する(属のうち，再検討を要する属

に*培養でのみ知られている属に判がつけられてい

る)。新しくこの論文中で発表されたり，訂正された

りした科，亜科，属については，やや詳しく記述する。

Pロオコックス目 Chroococcales Wettst. 1924 

細胞は単独で生育するか，群体か偽柔組織または偽

糸状体を形成する。細胞はトリコーム，異質細胞，ア

キネートをつくらない。通常は主に二分裂による単純

な細胞分裂をし，条件によっては外生子や徴胞子を形

成する。

(1) Microcystaceae Elenk. 1933 

単細胞または粘質性群体。細胞分裂は 1方向または

互いに垂直な 2または3面で起こる。細胞は次の分裂

開始前に元の大きさにまで生長する。時に徴胞子を形

成する。

(i) Aphanothecoideae Kom. et Anagn. 1986 

細胞は卵型または円筒形，単独で生育するか粘質性

の群体を形成するが偽糸状体は作らない。分裂は細胞

の縦軸方向に垂直な面で起こる。時に徴胞子を形成す

る。

Anacystis Menegh. 1837宍Apho.notheceNag. 1849 nom. 

cons. (syn.: Coccochloris Spre珂・ 1807);匂刷obacterium

Rippka et Cohen-Bazire 1983**; Cyanobium Rippka et 

Cohen-Bazire 1983円。'anodic，砂on Pasch. 1914; 

Cyanograni・SHind. 1982; Cyanonψhron Hickel 1985; 

Cyanothece Kom. 1976; Gloeobacter Rippka et al. 1974糾;

Glo副知eNag. 1849; Lemmermanniella Geitl. 1942 (syn.: 

Lemmermannia Elenk. 1933); Litho印刷sErceg. 1925; 

Radiocystis Sk吋a1948 

(ii) Synechococcoideae Kom. et Anagn. 1986 

細胞は卵形，円筒形または紡錘形(稀に長卵形)， 

単独で生育するか，粕質性群体か両極同形の偽糸状体

をつくる。細胞分裂は細胞の縦軸方向に垂直な面での

み起こる。徴胞子を形成しない。

Alternantia Schill. 1954*; Bacularia Borzi 1905 (syn.: 

B匹 H紛争hon Copel. 1936); Catella AIvik 1934円。'anocatenaHind. 1975; Dzensia Voronich. 1929; Joho.n-
nesbψtistia De Toni 1934 (syn.: Cyanoth巾 Gardn.1927， 

Heterohormogonium Copel. 1936); Myxobaktron Schmidle 

1904; Rhabdoderma Schmidle et Lauterb. 1900; Rhab-

dogloea Schrod. 1917 (syn.: Daゆ'lococcopsisH卸 sg.1888 

sine typo); Romeria Koczw. in Geitl. 1932 (syn.: Cam-

pylotゆiumHortob. et Hilliard 1965 incl.);・Synecho抑制

Nag. 1849; Tetrar，即 Sk叩 1932*;Tubiella Holle也 1934;

陥均ellaClaus 1963 * 

“Dactylococcopsis Hansg. 1888"とL、う属名は，この
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属の lectotypeである D.rup.町trisが緑藻であるため，
用いることができなし、。従来この属に含まれていた種

のうち，細胞が必ず粘質中にあって群体を形成するも

のは Rhabdogloeaに，単独で生育するものは A今IX-

obaktronに移される。

。ii)Merismopedioideae (Elenk.) Kom. et Anagn. 1986 
細胞は通常球形，稀に倒卵形または卵形，単独で生

育するか，偏平または球形の群体を形成し，群体中で

ー列か不規則に並ぶかまたは表面に並ぶ，粘性の柄を

持つ場合がある。細胞分裂は互いに垂直な 2面，また

は群体の表面に対して垂直な面で起こる。時に徴胞子

を形成する。

Aphanocapsa Nag. 1849; Chroostipes Pasch. 1914*; Coc-

copedia Troick. 1922; CoeloゆhaeriumNag. 1849; Gom-

phosphaeria Kutz. 1836 (syn.: Woronichinia Elenk. 1933 

incl.， Snowella Elenk. 1933 incl.); Merismopedia Meyen 

1839 (syn.: Agmenellum Brゐ.1839， Gonidium Ehrenb. in 

Menegh. 1849， Pseudoholopedia [Ryppova] Elenk. 1933 in-

c1.); Microcrocis P. Richt. 1892 (syn.: Holopedia Lagerh. 

1892);秒間chocystisSauv. 1892 

A々.gm四elltルumとMゐensmoψ'pe，袖dゐz悶aは同じ年に発表されたの

でで、sy刊n叩。叩nymでで、あるが，前者は実験科学者達に使われ

る場合が多く，後者の方が一般的である。

(iv) Microcystoideae Kom. et Anagn. 1986 

細胞は球形，不規則に並んで粘質性群体を形成する。

細胞分裂は互いに垂直な 3面で生じる。時に徴胞子を

形成する。

Eucapsis Clem. et Shantz 1909; Gloeocapsa K凸tz.1843; 

λI!icrocystis Kutz. ex Lemm. 1907 nom. cons. (syn.: 

D砂locystisTrevis. 1848， Anacystis Menegh. sensu Kutz. 

1894， Polycystis Kutz. 1894， Clathrocystis Henfr. 1956， 

Microhaloa Kutz. sensu Rabenh. 1865) 

AphanocapsaとMi・croりなtむは，粘質体内に不規則に並

ぶ細胞の密度の違いによって区別されていたが，前者

においては2面，後者においては3面で分裂が起こる

ことがわかってきた。

(2) Chroococcaceae Nag. 1849 

細胞は球形，卵形，半球形または不定形，単独で生

育することは稀で通常群体を形成する，次の分裂前に

元の形まで生長することはない。群体を含む粘質は，

柔らかく均質であるか，固く多層である。細胞分裂は

3またはそれ以上の面で起こる。徴胞子を形成しなし、。

Chroococcus Nag. 1849; Cyanokyb山 Schill.1956; Cyanosar-

cina Kovぷ. 1986 provis.; Gloeocapsopsis Geitl. 1925; 

Pseudocapsa Erceg. 1925 

(3) Entophysalidaceae Geitl. 1925 

細胞は初めほぼ球形，後に不定形，球形または長く

伸びた不定形粘質中に不規則ないし放射状に並んで極

性のある群体を形成する。粘質膜(鞘)は微かまたは

しっかりしている。細胞分裂は次々に違う面で起こる

か，または発達した群体では放射状に並んだ細胞に垂

直な面で起こる。時に不動徴胞子を形成する。

(i) Entophysalidoideae Kom. et Anagn. 1986 

細胞は初めほぼ球形，後に不定形，個々に粘質膜(翰)

を持つ，列をつくって球形または不定形の群体を形成

する。細胞の並び方は不規則，または縁辺部で・放射状

かつ密に並ぶことが多い。

Chlorogloea Wille 1900; Cyanodermat出mGeitl. 1933; En-

to戸紗'salisKutz. 1843; Lithocψsa Erceg. 1925*へPa町ra広c四aψ，psa
Nau山叩m訂m瓜n.192匁24*民本へ H￥恥加町仰'omaS紬ch。叩u山sb版o田e1876民*へ p.ん'se帥 n附印り蜘y吋s

Geitl. 1ω925 

(ii) Siphononematoideae (Geitl.) Kom. et Anagn. 1986 

細胞は初めしばしば根俸状， しばしば個々に粘質膜

(翰)を持つ，後に多列多層の群体を形成する。群体

は球状，または長く伸び，しっかりした粘質体である。

古い群体で不動徴胞子を形成する。

Siphononema Geitl. 1925 

SiphononemaはGeitlerによって 1属よりなる独立し

た科Siphononemataceaeに置かれていたが，その生活

環はEntopわIsalisと閉じであるので Entophysalidaceae

の亜科 Siphononematoideaeとして扱われている。

(4) Chamaesiphonaceae Borzi 1882 

細胞は極性を示し基部で着生する，単独，または層

状体あるいは極性を持つ偽糸状体(ー列細胞)を形成

する。細胞分裂は連続的またはほとんど同時に，長軸

(縦軸)に垂直な面で起こるか，または細胞上部では

多くの違う面で起こる。偽糸状体では先端の細胞だけ

が時には次々と分裂し，藻体から遊離する(外生子に

よる生殖)。輸は粘質か固く多層，稀に非常に薄く微

かにしか見えなL、か基部にだけ残っている。
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Astalatia Erceg. 1927*; Chamaecalyx Kom. et Anagn. 1986 か(後に)不定形の群体を形成する。細胞分裂は連続

(syn.: Dermocartella sensu Waterbury et Stanier 1978); 的に，様々な方向の分裂面で不規則に起こり，時に(古

Chamaesithon A. Br. et Grunow 1865 (syn.: 、塊において)徴胞子が形成される。鞘は通常薄く，

Sthaerogonium Rostaf. 1883， Godle印刷'ajancz. 1884 pro 固く，稀に粘質，時に多層である。

sectio， Hyellococcus Schmidle 1905， Chamaesi旨honotsisF. E. Chroococcidiotsis Geid. 1933; Chroococcidium Geid. 1933 

Fritsch 1929 inc1.); Clastidium Kirchn. 1880; Cyanothanon (syn.: Gloeocatsidium Geit1. 1935 nom. nudum); Chroococ-

Geit1. 1955; Geitlerihιtron Kom. 1975; Rhodostichus Geid. cotsis Geit1. 1925; Etilithia Erceg. 1932*; .A今Ixosarcina

et Pa叫.1931; Stichos桝onGeit1. 1931 Printz 1921 (s戸.:Endostora Gardn. 1927); Xenococcus 

Thur. 1875 (syn.: Der明ocaψaCrouan 1858 pro typo p. p.， 

(5) Dermocarpellaceae Ginsb.-Ardre ex Ch耐.1980 

細胞は球形または長く伸びる，極性を持ち基部て着

生する，単独で生育するかまたは群体を形成する。細

胞全体が分裂を繰り返し多数の徽胞子をつくる。徴胞

子は粘質性の膜から放出される。粘質膜(輸)は固く，

多層のことが多い。

。刷ocystisBorzi 1882 (syn.: Dermocaψa Crouan sensu 
auctt. post. sine typo， p.p.); Dermocaψlla Lemm. 1907; 

Stanieria Kom. et Anagn. 1986 (syn.: Dermocaゆ'asensu 

Waterbury and Stanier 1978) 

“Dermoca脚"とL、う属名は混乱してL、る上にタイプ

標本には数種混在しているので無効である。

従来，“Dermocaψa"に分類されていたいくつかの種

のうち，始めの分裂が細胞の縦軸に垂直に生じ，下部

の細胞は分裂せず，上部の細胞が次々とまたは同時に

分裂し，多数の娘細胞(外生子)を形成するものを

Chamaesiphonaceae (前項)とし，細胞全体が分裂す

るものは， Dermocarpellaceaeとしている。

従来の“Dermoca脚"に分類されていた種のうち，上

部の細胞で分裂が起こるものを“Dermocaψella"とする

研究者もあるが，この属は細胞全体が分裂を繰り返す

ことを特徴としている。それで，上部の細胞だけが分

裂するものを新属 Chamaecalyx(Chamaesiphonaceae)と

している。

細胞が極性を持ち，基部で着生し，細胞全体が多数

の細胞に分裂するものはCyanocystisBorzi 1882で，細

胞が極性を持ち，細胞全体が分裂する点は共通するが，

始めの分裂が横方向である属は，DermocaゆellaLemm. 

1907である。また，細胞が球形で，極性を持たず，

細胞全体が分裂して多数の徴胞子を形成するという特

徴を持つものをStanieriaKom. et Anagn. 1986として

いる。

nomen ambiguum) 

Chroococcid坤sis:極性を持たない細胞が次々に様々

な方向に分裂し，不動徴胞子を形成する。今後，多く

の種が発見されると予想される。

地Ixosa町i間:細胞は球形，塊状の極性のない群体を

形成する，多面的に分裂して次の分裂まで元の大きさ

に戻らない。時に動徴胞子を形成する。

“地JXosavcina"とされていたもののうち，徴胞子を

全く形成しない種はのanosarcina(Chroococcaceae)へ
移すべきである。

(7) Hydro∞ccaceae Kutz. 1843 

細胞は様々な形を示し，多少極性を持つ，単独で生

育することは稀，不規則に並ぶかまたは縁辺部で規則

的かつ放射状に並び，偽柔組織か，糸状柔組織+

(nematoparenchymatous)または偽糸状性の群体を形

成する。細胞分裂は主として一方向の面で起こるか，

場合によっては世代と共に分裂面を変えて起こり，先

端部の細胞においては時に早い自発的な分裂が起こり

徴胞子をつくる。粕質膜は大抵聞く，通常多層である。

(i) Pascherinematoideae (Geid.) Kom. et Anagn. 1986 

-列細胞からなる偽糸状体をつくり，その基部細胞

で着生し，極性を示す。細胞分裂は偽糸状体の軸方向

に垂直に起こる。先端部の細胞は分裂して徴胞子とな

る。徴胞子は後に堅い粘質膜から放出される。

このE科についての情報は乏しい。

P出chen・財閥DeToni 1936 (syn.: Endonerna P剖ぬ.1929)* 

(ii) Solentioideae Kom. et Anagn. 1986 

群体は不規則に時々分枝する粘質体で，偽糸状体を

形成する。細胞は偽糸状体内で互いに離れて並び，藻

体の頂点にしか存在しないこともある。粘質膜は薄い

(6) Xenococcaceae Er'αg. 1932 が明瞭，または水溶性，多くの場合層状である。時に

細胞は球形，多角形または不定形，単独で生育する 徴胞子を形成する。
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Cyanostylon Geitl. 1928 (syn.: Homwthece Jao 1944 incl.， 

Stilocapsa Ley 1947 incl.); Hormathonema Erceg. 1929; 

Solentia Erceg. 1927 

(iii) Podocapsoideae (Erceg.) Kom. et Anagn. 1986 

群体は極性を持つ細胞の塊で構成され，岩石着生か

岩石内生である。栄養細胞は通常洋梨形で，稀に卵形

か球形または不定形である。始めの細胞分裂は細胞長

軸に対して垂直だが，後に末端部では縦に分裂し，基

質表面に近い部分は徴胞子を形成する。徴胞子は球形

である。輸は層状である。

Cyanos，町叫sLukas et Golub. 1981; Ercegovicia De Toni 

1936 (syn.: Brachynema Erceg. 1931)*; Podocapsa Erceg. 

1931* 

(iv) Hydrococcoideae Kom. et Anagn. 1986 

細胞はやや規則的または不規則に伸び，列状に並ん

で糸状柔組織様または偽柔組織様群体を形成する，特

に縁辺部において列状に並ぶ。細胞分裂は様々な方向

に不規則に起こるか，または伸長した細胞(及び偽糸

状体)の縦軸にほぼ垂直な面で起こる。時に徴胞子が

形成され，後に粘質膜(鞘)から放出される。輸は固

く，薄い。

均d町 oc，印sKutz. 1833 (syn.: Oncobyrsa Menegh. 1842 

p.p.， Askena抑 Mob.1887); Hyella Born. et Flah. 1888; 

の生長点を持つ場合と，そうでない場合とがある。ま

た，連鎖体を形成する際に壊死細胞が生じる場合とそ

うでない場合がある)，糸状体(輸の中のトリコーム

の数等)，細胞隔壁のくびれ，連鎖体と不動連鎖体，

トリコームと連鎖体の運動性の有無，頂端細胞と頂冠

(カ担プトラ)の形態，輸の有無，藻体の形態，細胞

内の徴細構造(チラコイド，穎粒)，ガス胞の有無，

生理学的及び生化学的な特徴，色素(色素組成の安定

性)及び色彩的適応(choromaticadaptation)，細胞の大

きさ，生態と地理的分布，自然界での形態的変異，培

養下での形態的変異，等である。

(1) Borziaceae Borzi 1914 

トリコームは短い， しばしば数珠形，壊死細胞なし

で分断する，直径は 11μmまで，鞘を持たないか，

またはやや幅の広い粘質性の輸を持つ，場合によって

僅かな運動性を示す，単独で生育するか，または集合

して非常に薄い層を形成する。細胞は短い円筒形か亜

球形，全てが分裂能力を持ち，次の分裂前に元の大き

さにまで生長する，ガス胞を持たない，周辺部にチラ

コイドを持つ(? )。生殖は連鎖体または不動連鎖体

による。

Borzia Cohn ex Gom. 1892; Komvophoron Anagn. et Kom. 

1988; Sinaiella Gruia 1965* 

地IXO，伊lla Geitl. 1925; Nemator，邸前ia Geitl. 1925; “Ps，制 danab，酬 a"の種の中で，ほぽ球形または樽形の

Onkonema Geitl. 1933; Pilgeria Schmidle 1901*; 細胞を持つものは，Komvophoronに移された。

P加rocapsaThur. ex Hauck 1885 (syn.: Scopulonema 

Erceg. 1930); Radaisia Sauv. 1895; Radaisiella Geitl. 1935 (2) Pseudanabaenaceae Anagn. et Kom. 1988 

(syn.: Geitleriella De Toni 1936) トりコームは円筒形，多くの場合幅3μm以下，鞘

ユレモ目 Oscillatoriales Elenk. 1934 

典型的なトリコームを作る。 トリコームは運動性を

持つかまたは持たない，通常輸を持たないが持つこと

もある，真分枝を持たなL、，通常偽分枝を持たないが

稀に持つことがある，異質細胞やアキネートを持たな

い。細胞はガス胞を持たないことが多いが，場合によ

っては持つ。生殖は連鎖体，または不動連鎖体により，

稀に動徴胞子を形成する。

ユレモ自の科や属の分類にあたり考慮される特徴

は，細胞分裂(分裂した細胞が次の分裂までに元の細

胞の大きさまで生長する場合ι細胞分裂が非常に早
く行われ，一つの分裂が終わらないうちに次の分裂が

始まる場合がある)， トリコーム(トりコームが特別

を持たないものが多いが，輸を持つ属もある，偽分校

を持たないか，鞘を持つもので偽分枝を持つ場合があ

る，運動性を示す場合があるが，旋回運動はしなし、，

単独で生育するか，または束状か薄いマット状の団塊

を形成する。細胞は全て分裂能力を持つ，次の分裂前

に元の大きさにまで生長する，ガス胞を持たないか局

所的に持ち，縁辺部にチラコイドを持つ。色彩的適応

がある。生殖は連鎖体，または不動連鎖体による。細

胞壁に電子顕微鏡レベルの穴が配列する。

(り PseudanabaenoideaeAnagn. et Kom. 1988 

トリコームは運動性を示し，通常輸を持たないが，

時に薄い粘質性の輸を持つ，また，培養下で薄い輸を

つくる場合がある，偽分校を持たなL、。生殖は連鎖体

による。ガス胞は時に細胞先端部にできる。
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Pseudanabaena Lauterb. 1915 (subgenera: Pseudanabaena， 

説明仰aAna伊・ etKom. 1988， Ilyonema Anag. et 

Kom. 1988); RomeTIa Koczw. in Geitl. 1932? 

(ii) Limnotrichoideae Anagn. et Kom. 1988 

トリコームは不動，輸も偽分校も持たない。生殖は

不動連鎖体による。ガス胞は通常無いが，細胞の先端

部か中央部に局在することもある。

Arthronema Kom. et Lukav. 1988; Jaaginema Anagn. et 

Kom. 1988*; Limnothrix Meffert 1988; Palikiella Claus 

1962* 

Arthronema :トりコームを形成する細胞の数は限ら

れていて，大抵160細胞以下である。細胞は非対称的

に分裂することがある。壊死細胞を形成しない。細胞

周辺部にチラコイドを持つ。

J時 in仰:トリコームは多少波うつ，直径 0.5-

3pm，先端は漸次細くなることはあるが頭状になるこ

とはない，単独ないし多数からまり合って生育する。

細胞は円筒形である。壊死細胞を形成しない。

L抑制thrix:トリコームは隔壁でくびれないかまた

は少しくびれ，直径 1-6μm，両端で細くならない，通

常鞠を持たないが時に薄いものを持つ。細胞は先端ま

たは中央部にガス胞を持ち，多くの場合細胞周辺部に

チラコイドを持つ。色彩的適応としてフィコシアユン

とフィコエリトリンの比率を変えることができる。

(iii) Leptolyngbyoideae Anagn. et Kom. 1988 

トリコームは不動，直径最大4μmまで，時にしっ

かりした輸に包まれた糸状体を形成する，稀に偽分校

を持つ。生殖は連鎖体による。ガス胞は無い。

Leibleinia (Gom.) L. Hoffm. 1985; Lψtゆ習byaAnagn. et 

Kom. 1988; Planktolyng切 Anagn.et Kom. 1988 (syn.: 

Lyngbya subg・LimneticaeForti 1907) 

Lei・bleinia:糸状体は波打つ，直径1.5-12μm，始め側

部全域で基質に着生し，後に両端は基質から離れて伸

長する，単独で生育する。トリコームは常に鞘を持ち，

運動性を示さなし、。不動連鎖体は側部で基質に着生し，

その両端から生長する。他の性質はLψωlyngbyaと同

じである。

Lψtolyngbya :トリコームは直径0.5-2(-3)μm，多少

湾曲し，隔壁部に微かなくびれを持つ，直径と同じか

やや長い細胞からなる，先端で頭状にならない，ほと

んど不動，時に培養下で鞘を形成することがある。細

胞は偽分校を出す，ガス胞と穎粒を持たない，細胞周

辺部にチラコイドを持つ。フィコピリンの比率は変化

する。生殖は壊死細胞無しにできる不動連鎖体あるい

は微かに揺れる連鎖体による。糸状体は薄膜状に集合

する。

Planktolyngbya :糸状体はまっすぐないし多少螺旋状

に曲がる，単独で浮遊生活をし，先端で細くならない，

頭状にならない，薄いしっかりした無色の輸を持つ，

極稀に偽分枝を持つ。

(3) Schizotrichaceae Elenk. 1934 

糸状体はやや両極異形，常に頂端部分で輸は閉じて

いるないしそれ以上のトリコームを持つ，偽分枝

は無いが糸状体が分かれたり融合したりする，皮殻状

または層状の群体を形成する，稀に房状集合体をつく

る。トリコームは不動，両極同形。細胞は全て分裂能

力を持ち，次の分裂までに元の大きさにまで生長し，

ガス胞を持たず，色彩的適応は無い(? )。生殖はト

リコームの先端部から生じる連鎖体による。

Schizothrix K凸tz.ex Gom. 1892 (sect.: Schizoth巾， Inactis 

Kutz. ex Gom. 1892) 

(4) Phormidiaceae Anagn. et Kom. 1988 

トリコームは単独かまたはマット状に集合する，通

常輸を持たないが持つものもある。輸は微かまたはし

っかりしている，両端は聞き，一つの鞘中に 1本また

はそれ以上のトリコームを含む，時に運動性を示す。

いくつかの輸を持つ属では，稀に偽分枝をつくる。細

胞は先端細胞以外全て分裂可能で，次の分裂までにほ

とんど元の大きさにまで生長し，ガス胞を持たないか

稀に持つ，チラコイドはやや周辺部にあるが，たいて

い不規則な螺旋状か細胞壁に対して垂直である。色素

組成はほぼ一定で，色彩的適応はない(? )。生殖は

連鎖体，または不動連鎖体による。細胞壁に電子顕微

鏡レベルの小孔が配列する。

(i) Phormidioideae Anagn. et Kom. 1988 

糸状体は場合によって輸を持つかまたは持たない，

通常偽分校をつくらないか稀につくることもある，常

に1本のトりコームからなり，単独で生育するかまた

は群体を形成する，時に粘質性のマット状となる。ト

リコームは円筒形，運動性を示す。生殖は連鎖体(左

右の振動，滑走，波動，または回転運動を示す)によ

る。

Phormidium Kutz. ex Gom. 1892 (subgenera: Geitlerinema 

Anagn. et Kom. 1988， Gomontinema Anagn. et Kom. 
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1988， Phorm凶 <m，Ha時 irgiaAnagn. et Kom. 1988); 

Planktothrix Anagn. et Kom. 1988 (syn.: Oscillatoria sect. 

Proli.ficae Gom. 1892); POゆhyrosiponKutz. ex Gom. 1892; 
Proterendothrix W. et G. S. West 1897*; Pseudophor-

midium (Forti) Anagn. et Kom. 1988;今mplocaKutz. ex 

Gom. 1892 (syn.: Cym叫yd:刷用 Copel 1936 incl.); 

Trichodesmium Ehrenb. ex Gom. 1892 (syn.: Pelagothrix 

Johs.-Schmidt 1901 incl.， Haliarachne Lemm. 1899 incl.， 

Skujaella De Toni 1938， Xanthotrichum Wille 1893， 

Heliotn.chum Wille 1893); Tychonema Anagn. et Kom. 

1988; Yonedaela Umez. 1962 (syn.:やhaeronemaUmez. 

1961) 

Oscillatoria， Phormidium， Lyngbyaは伝統的に輸の有無

等によって分類されていたが例外が多く， 7.111の特徴を

考慮する必要が指摘されてきた。これらの属には異質

な分類群が混在していることは早くから言われてきた

が，大幅な修正が加えられ，多くの種がLeptolyngbya，

Planktolyngbya， Lei・bleinia，Jaaginemaに移された。

Phormidium トりコームは僅かないし強く波うっ

か，不規則な螺旋状，通常隔壁でくびれないが僅かに

くびれる場合もある，直径 1-12f1m，運動性を示す，

偽分校を持たなL、。 トリコームの周囲に輸が形成され

るかどうかは環境条件に左右される。輸は硬く， トリ

コームに密着し，層状ではなL、。細胞は次の分裂が起

こる前にほぼ元の大きさに生長する，ガス胞を持たな

い。連鎖体は長めで，トリコーム先端部で形成される。

藻体は大きなあるいは多少小さな広がりの薄い集合

か，または凝集してしっかりと結合して皮状の広がり

となる。この属には“0・rcillatoria.に含まれていたかな
りの分類群が移される。

Planktothrix :トリコームは単独で，まっすぐか多少

曲がる，通常隔壁で僅かにくびれるがくびれない場合

もある，直径3.5-10μm，長い (4mmに達する場合が

ある)，先端に向かつてやや細くなる場合とならない

場合がある，成熟期にカリプトラを持っか頂端細胞の

細胞壁が肥厚する場合が多い，通常粘質輸を持たない

が，悪条件または培養下で稀に薄い鞘をつくる，運動

性は目だたない，壊死細胞によって分離される。細胞

は長さが直径よりやや小さL、かほとんど同じで，長い

ことは稀，ガス胞を持つ。

f弘ゆhyrosiphon:卜リコームは不動，波打つ，直径6-

20μm，常に硬く厚い層状の輸を持つ。連鎖体を遊離

した輸は広がったり，螺旋形になったり，変形するこ

とが多L、。糸状体は他の藻に混在するか，または多数

密着して広がる。従来“Lyngりょに所属していた種で

多層の輸を持つものはこの属に移される。

Pseudophormidium 常に偽分枝を持つ点で他の属と

異なる。

Symploca :群体の形が直立する糸状体の束である点

が他の属と異なる。糸状体の初期はPhormidiumと同

じだが，後に束状となり，常に正の光走性を示す。

Trichodesmium : Planktothrixと似るが，放射状または

平行に並ぶ糸状体を持ち，浮遊性の群体を形成する点

で異なる。トリコームはほとんどまっすぐか曲がり，

僅かに運動性を示す，直径6-22μm。細胞は長さと径

の等し~、円筒状，ガス胞を持つ，異質細胞を持たない

が窒素固定能を持つ。

Tychonema :トリコームはまっすぐないし少し波う

つ，単独か，稀に薄い層状となり，底生生活をするか

一時浮遊性または浮遊性，長さは5mmに達し，直径

2-16μm，輸を持たないか場合によって薄い粘質性の

膜を持つ，偽分校を持たない，先端で細くならない，

通常運動性を示さないが僅かに示す場合もある。細胞

はほとんど全て同じ形で，直径と長さが等しい円筒形，

ガス胞を持たない，頼粒を持つ。頂端細胞は稀に厚い

壁を持っか，狭いカリプトラを持つ。フィコピィリン

組成は変わり得る。生殖は不動連鎖体による。

(ii) Microcoleoideae Hansg. 1892 

トリコームは両端の開いた輸の中に複数あり，運動

性を示す。糸状体はほとんど両極同形，稀に両極異形，

基質上に粘膜性の層状またはマット状の群体を形成す

る。輸はトリコームに密着しなL、。生殖は連鎖体によ

るo

輸と藻体の形態によって 4属に分類されるが，さら

に詳しい検討が必要である。

均dro印刷mKutz. e出xGom.lω89侶2(syn.: PO吟l;砂y広必Ichl，仙lam吋ryd:ぬum

et G. S. West 1897); Lyngbyopsis Gardn. 1927*; 

Microcoleus Desm. ex Gom. 1892; Sirocoleum Kutz. ex 

Gom. 1892 (syn.: Da抑 loeaThw. ex Gom. 1892)* 

(iii) Spirulinoideae Forti 1907 

トリコームは常に規則的な娘旋を巻く，輸を持つか

または持たない，単独で生育するか薄いマット状の群

体を形成する。生殖は連鎖体による。

ArthroゃiraStizenb. ex Gom. 1892;争irolinaTurp. ex 

Gom. 1892 

上記の 2属をひとつの属として扱う意見もあるが，
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細胞墜にある電子顕微鏡レベルの小孔の配列の違い，

頂冠(カリプトラ)の有無，運動性の強弱を考慮し，

2属を認める。

(5) Oscillatoriaceae [S. F. Gray) Harv. ex Kirchn. 1898 

トリコームは単独で生育するか，マット状または層

状に集合する，稀に束状になる，輸を欠くか，属によ

り必ず持つ，運動性を示す場合と示さない場合がある。

輸は固い，末端で閉口する。糸状体は 1ないし多数の

トリコームよりなる，稀に偽分校を作るものがある。

細胞は円盤状，分裂の盛んな部分では元の大きさに生

長する前に次々に新しい分裂が起こる，通常ガス胞を

欠くが稀に作るものもある。色彩的適応は知られてい

ない。生殖はトリコームの分断，または連鎖体による。

(i) Hormoscilloideae Anagn. et Kom. 1988 

トりコームは単独で生育する，大抵短い円筒形，輸

を持たなL、かまたは粘質性の膜を持ち，運動性を示さ

ないか僅かに示す場合がある。生殖はトりコームの分

断により生じる不動の断片による。

Camptoth市 W.et G. S. West 1897でHormoscillaAna伊-
et Kom. 1988; Kat得nymeneLemm. 1899 

Hormoscilla :トリコームは輸を持たず，長さと細胞

数が限定されている (140μmまで， 1-30細胞)。ト

リコームは壊死細胞によって分断される。

Ka勾nymene:トリコームは単独で生育する，運動性

を示さないかまたは滑走運動を示し，無色で明瞭な粘

質性の膜を持ち，湾曲または不規則か規則的な螺旋状

に捻れる，直径 10-28μm。 トリコームは不動の断片

に分断される。

(ii) Starrioideae L. Hoffm. 1985 

トリコームは単独で生育する，運動性を示さない，

輸を欠く。トリコーム断面が円形でなく，側面が平ら

な点が特徴的である。生殖はトリコームの分断によっ

て生じる不動の断片による。

Crinalium Crow 1927へのlana町山 P踊 ch.1914*; Gomon-
tiello. Teodor. 1901 *; Stama Lang 1977 

(iii) Oscillatorioideae Gom. 1892 

トリコームは単独で生育することは稀で，大抵層状

となる，輸を持っか極めて稀な特殊な条件下でのみ持

つ，偽分枝を欠くものが多いが，属によって短い偽分

枝を持つ場合がある，運動性を示す。細胞は短く，円

盤状。生殖は連鎖体による。

Bl，抑制thrixKutz. ex Anagn. et Kom. 1988; Oscillatoria 

Vauch. ex Gom. 1892; Lyng桝 G.Ag. ex Gom. 1892 

B抑制thrix:1つの輸の中に数本のトリコームを持

つ。 トリコームの直径は8-30μm，まっすぐか曲がる。

Oscillatoria :トリコームはまっすぐか僅かに曲がる，

直径約8μm，通常鞘を持たない，肉限的な大きさの滑

らかで多層の群体を形成する。

Lyngbya:トりコームが常に絡を持つ点でOscillato加

と異なる。糸状体は波打つ，直径約8μm，時に密生す

る皮状の多層の群体を形成する。輸は時に多層となる。

(iv) Plectonematoideae (Elenk.) Anagn. et Kom. 1988 

トリコームは常に輸を持つ，通常偽分校を持つ，運

動性を示さない，層状または房状の群体を形成する。

生殖は連鎖体による。

Plectonema Thur. ex Gom. 1892 

Plectonema :トリコームは波打つ，直径8-25μm，輸

を持つ，常に偽分校を作る，運動性を示さない。糸状

体は巻いて塊を形成する。細胞は円盤状。連鎖体はト

リコームの先端部で形成される。

(6) Homoeotrichaceae Ele凶.1934 

トリコームは革命を持ち，糸状体を作る，運動性を示

さない。糸状体は単独で生育するか集合し，着生する

ものが多い，場合により偽分枝を作る，両極異形，後

に両極同形になることもある。細胞は分裂域において

のみ分裂する，ガス胞を欠く，色彩的適応は知られて

いない。生殖はトリコーム先端部で作られる連鎖体に

よる。

(i) Ammatoideoideae (Elenk.) Anagn. et Kom. 1988 

糸状体は両極異形，時に後に両極同形となる，常に

偽分枝を作る。

Ammato幼 aW. et G. S. West 1897; 1切 doscytone隅aElenk. 

1949 

上の2属はトリコームの形態で異なる。 Ammatoidea

のトリコームの先端は毛状に細くなるが，

R切udos，り'tonemaでは先端が太くなり数珠状になるこ

ともある。

(ii) Homoeotrichoideae (Elenk.) Anagn. et Kom. 1988 



Anagnostidis. Komarek 63 

糸状体は常に両極異形，常に偽分枝をつくるものか (2) Microchaetaceae Lemm. 1910 

ら，稀につくるものまである。生活史全体を通じて常 トリコームは両極異形，輸を持つ，円形または広円

に糸状体の一方が基質に着生する。 形の先端細胞を持つ，場合によりアキネ一トを作る，

H晶'et.防町'olei白ib.帥leini削ia川(Geitl.)Hoffm. 1ω98釘5(令syn.:Lyngb)勿'ase伐ct. 通常は末端部に稀に末端部の近くに分裂域を持つ。異

H晶k討砂te.防e町erok伽“凶j，必.苫b抽h帥in問官

Born. et Flah.) Kirchn. 1898; Sokolovio. Elenk. 1926* る。糸状体t;t~、くつかの属では通常，単独側生の偽分

枝を作る。属によってはトリコームが異質細胞の部分

品伽leible仇必のトリコームの頂端細胞は円頭形だが， で分断し，異質細胞を含まない側のトリコームが偽分

Ho脚 eothrixでは細くなり，毛状に終わる。 枝として発達する。連鎖体は中央に異質細胞を持ち，

ネンジュモ目 Nostoca1es (Borzi 1914) Geitl. 1925 

トリコームは両極同形または両極異形，偽分校を作

るものは多いが，真分校は作らない，異質細胞と，条

件によってアキネートを作る。細胞分裂は常にトリ

コームの縦軸に対して直角に起こる。生殖は主に連鎖

体または不動連鎖体による，徴胞子はー属でのみ知ら

れている(Coleodesmiu仰がめ。

ほとんどの特徴においてユレモ目 (Osci1latoria1es)

と同じであるが， トリコームが異質細胞とアキネート

を作る能力を持つ点で異なる。科以下の分類の特徴と

して， トリコームと糸状体の構造，偽分枝の構造，藻

体の形態，細胞分裂，細胞の徴細構造，異質細胞(従

来“heterocyst.という言葉が使われてきたが，これは

cystではないので“heterocyte.としている)，アキネ-

h 生理学的・生化学的特徴，運動性の有無，色素，

生殖方法，生活環，生態等が挙げられる。

(1) Scytonemataceae Kutz. 1843 

トリコームは両極同形，輸を持つ，場合によりアキ

ネートを作る，末端部ないしその近くに分裂域を持つ

場合と特定の分裂域を持たない場合がある。異質細胞

は介生的に形成される。糸状体は通常2本 1組になっ

た偽分枝をつくる。連鎖体の発芽の時，その両端が対

称的に生長する場合と，一端から生長する場合がある。

Kyrtuthrix Erceg. 1929;勾伽emaAg. ex Born. et F1ah. 

1886 (syn.: Diplocolon Nag. in Itzigs. 1857);匂tonematop-

sis E. Kisel. 1930 (syn.: Til，伽 iaKosinsk. 1926， Set-

chelliella De Toni 1936) 

めげtu幼巾は，従来， Mastigocladaceae (Stigonema-

ta1es)に分類されていたが， Stigonemata1esの特徴で

ある真分枝が知られていないこと，また，Scytonemaや

Scyωnema坤'SISと同様， トリコームがループを形成す

る点から， Scytonemataceaeに移される。

両端から対称的に発芽するが，後に両極異形の糸状体

に発達する。

(i) Tolypotrichoideae Kom. et Anagn. 1989 

糸状体は側生する偽分枝を必ず持つ。

Coleodesmium Borzi 1879 (syn.: Desmonema Bern. et Thw 

ex Born. et Flah. 1886); Coleo如 miumopsisDutt et a1. 

1982; H.叩 .allio.Berk. ex Born. et F凶1.1886; Petalonema 

Berk. ex Kirchn. 1898 (syn.: Croatella Erceg. 1925); 

Tolypothrix Kutz. ex Born. et Flah. 1886 

(ii) Microchaetoideae Kom. et Anagn. 1989 

糸状体は過渡的な偽分枝を疎らに持っか，または持

たなL、。

Camp伸 ne脚 ItsisDesik. 1948; Fortiea De Toni 1936 (syn.: 

Lψtobasis Elenk. 1915); Microchaete Thur. ex Born. et 

Flah. 1886 nom. cons. (syn.: Fre.myella De Toni 1936) 

(3) Rivulariaceae Kutz. 1843 

トリコームは両極異形，輸を持つ，先端部で毛状に

伸長した細胞に終わる，末端近くに分裂域を持つ。異

質細胞は通常基部に形成されるが，場合によっては介

生的に形成される。アキネートは属によって形成され

る場合と形成されない場合がある。偽分校は単独で側

生する，いくつかの属では常にあるいは場合によって

異質細胞の下部から発達する。連鎖体は一端に異質細

胞を形成し，他端から非対称的に生長する。

Calothrix Ag. ex Born. et Flah. 1886; Dichoth巾 Zanard.

ex Born. et Flah. 1886;白rdneruUlDe Toni 1936 (syn.: 

Polythrix Zanard. ex Born. et Flah. 1886); Gloeotrichia J. 

Ag. ex Born. et F1ah. 1886 (syn. PO巾叫sKuntze 1891); 

Isactis Thur. ex Born et Flah. 1886; RivuUlria [Ro出1Ag. 
ex Born. et Flah. 1886; Sacconema Borzi 1882 

(4) Nostocaceae Dumort. 1829 

トリコームは両極同形，円形の細胞に終わるか，ま
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たは先端部で細くなり，時に毛状の細胞に終わる。特 れる (apoheterocytic)。

別の分裂域はなく，細胞は全て分裂能力を持つ。異質 Aulosira Kirch. ex Born. et Flah. 1886; Isocystis Borzi ex 

細胞は通常末端か介生的に形成されるが，属によって Born. et Flah. 1886 (syn.: Pseudonostoc Elenk. 1949); 

は全く形成されなL、。アキネートを作る場合，アキネ NodulariaMe此. ex Born. et Flah. 1886 nom. cons.; 

トは，異質細胞の近くから形成される場合と，離れた Nostoc Vauch. ex Born. et Flah. 1886 (syn.: Nematonostoc 

ところから形成される場合がある。偽分校はない。連 Nyl. 1873 ex Elenk. 1931， Amoψ，honos，ωc Elenk. 1931， 

鎖体は両端から対称的に生長する。 SthaeronostocElenk. 1931， Stratonostoc Elenk. 1931); 

属聞の分類基準として，異質細胞の位置， トりコー Trichormus (Ralfs ex Born. et Flah.) Kom. et Anagn. 

ム(糸状体)の構造，アキネートの位置や形といった 1989 

従来から用いられてきた特徴の他に，群体の形態，鞘

や細胞やアキネートの形態，生活環，ガス胞の有無な Trichormus :トリコームは単列細胞からなり，両極

どの特徴を考慮する。特にアキネートの発達様式に着 同形，介生する異質細胞を持ち，異質細胞から離れた

目して2亙科を設る。 ところからアキネートを形成する，基質上でマット状

の群体を形成する，またはやや気生，あるいは水中に

(i) Anabaenoideae (Born. et Flah.) Kirchn. 1900 生育する。タイプ種は Trichormusvariabilis (Kutz. ex 

アキネートは異質細胞に隣接するか，またはその近 Born. et Flah.) Kom. et Ana伊・ (basionym:Anabaena 

くから形成される (paraheterocytic)o variabilis Kutz. ex Born. et F凶 1ぷ

Anabaena Bory ex Born. et Flah. 1886 (syn.: Cyano.ゆzra

Florenz et al. 1985 incl.); Anab，酬 otsis(Wolosz.) V. M辺1.

1923; Athanizomenon Morr. ex Born. et Flah. 1886; Cyl.仇・ スチゴネマ目 StigonematalesGeitler 1925 

drost町間ltsisSeenayya et Subba R司ju1972; Cylindroゆ町ー 細胞は縦軸に垂直な面で分裂し，単列のトリコーム

mum Kutz. ex Born. et Flah. 1886 (syn.: Hormothamnion を作ることが多いが，部分的にあるいは属によっては

Grun. ex Born. et Flah. 1886?， Anabaenothrix Randh. 藻体のほとんどの部分において縦軸に平行な薗及び不

1936); Rathidiotsis Fritsch et Rich 1929; Richelia Johs.- 規則な面でも分裂し，糸状体の横断面において多細胞

Schmidt 1901; Wollea Born. et FIぬ.1886 となることが少なくない。トリコームは真分枝を作る，

場合によって偽分枝も作る，属によっては異質細胞を

AnabaenaとAthanizo脚 'nonはタイプ種を比較する限 作る，ほとんどの場合アキネートを作らない。生殖は，

りでは容易に区別できるが，中間的な形態を持つ種が 連鎖体，不動連鎖体，厚膜連鎖体，アキネート，徴胞

いくつか存在する。 子，動徴胞子，不動徴胞子による。

Anabaena :トリコームは両極同形，介生する異質細 スチゴネマ目では，次の4つの糸状体の分枝型が最

胞を持ち(非常に稀に頂生する)，異質細胞のすぐ隣 も重要な分類基準とされている。

かまたは近くにアキネートを形成する，単独で生育す A.細胞の不規則な涜であるX字型分枝:細胞が多

るか，または束状かマット状の群体を形成する，湿土 面的に分裂して細胞塊を形成するが，生理学的には細

上あるいは水中の基質(植物，水底，木等)上に生息 胞同士が結合しているものである。

するか，水中で浮遊生活をする。タイプ種はAnabae加 B.側生するT字型分校:トリコームの主軸の細胞

oscillarioides Bory ex Born. et Flah. 0 A，叫酬aにはガス は縦軸に平行な面で分裂し，分裂した細胞の一つが縦

胞を持つものと持たないもの(浮遊生または着生)， 軸に直角な方向に生長する。この分裂には4つの変型

先端細胞が細くなるものと細くならないもの等が含ま がある。

れており，今後の研究が必要とされる。アキネートの C.偽叉状のV字型分校:頂端細胞が縦に軸方向に

発達様式の違いによって従来のAnab醐 aの種のうち 平行な面で分裂し 2本の分枝が斜めに出る。この型

Trichormus (Nostocoideae)に移されたものがある(後 にもいくつか変型がみられる。

述)0 D.逆Y字型分枝:側生する枝が形成された後に分

枝が生じる。一個の頂端細胞が分校になり 2個の亜

(ii) Nostocoideae (Borzi 1914) Kom. et Anagn. 1989 頂端細胞または元のトリコーム断片が逆Y字構造と

アキネートは異質細胞から離れたところから形成さ なる。この分校型にもいくつか変形がみられる。なお
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これは Geitler(1925)の逆 V 字型分枝， Umezaki 

(1958)の逆Y字型分枝に等しい。

科以下の分類のための特徴として分枝型の他に次の

ものを考慮する。細胞分裂と細胞構造，異質細胞，ア

キネ-r，運動性，連鎖体，生理学的・生化学的特徴，

生殖方法，生活環，藻体の形態，形態学的変異，生態

と地理的分布。

(1) Chlorogloeopsaceae (Mitra) Mitra et Pandey 1966 

トリコームは短い，円筒形ないし数珠形，単列ない

し多列，時にプレウロカプサ状，はっきりとした枝を

作ることはなL、。 X字型分校を作る。異質細胞は介

的生または先端に形成される。生殖は連鎖体とアキ

ネートtこよる。

Chlorogloeotsis Mitra 1966**; Het町'ocyano，四ccusKuffer. 

1929* 

(4) Fischerellaceae Anagn. et Kom. 1990 

トリコームは主軸と枝とに分化する，主軸において

は多列で小数珠状，枝においては単列でほとんど円筒

形。 T字型， V字型分枝を作る。異質細胞は形成され

ないか，または介生的に形成される。生殖は連鎖体，

厚膜連鎖体，アキネート，不動徴胞子による。

Doliocatella Geitl. 1933; Fischerella (Bom. et Flah.) Gom. 

1895 (syn.: Fischera S. H. Schwabe 1837， Sommierella Bor-

zi 1907); Fischerellotsis Fritsch 1932; LψωItogon Borzi 

1906; Parthasarathiella Subba R司ju1962**; Hゐstiellotsis

M. Janet 1941榊

Fischerellaceaeはトリコームに主軸と分枝の分化が

あること，細胞分裂の様式に違いがあることから，

Stigonemataceaeから分離して設けられた科である。

(5) Borzinemataceae Geitl. 1942 

一属一種である Chlorogloeotsisfritschii は，自然界か トリコームは主軸と枝とに分化する，主軸において

らはまだ見つかっていない。また類似の形態を持つ は多列で数珠状，枝においては単列の円筒形，偽分枝

Heterocyanoc，抑制は，蜘toc抑制約rmeの生活史のー を作る。 T字型分枝を作る。異質細胞は介生約に形成

段階ではないかと考えられている (Geitler1932， 1942)。 される。生殖は連鎖体，厚膜連鎖体，アキネートによ

る。

(2) Capsosiraceae (Borzi) Geitl. 1925 Borzinema De Toni 1936 (syn.: D争lonemaBorzi 1917); 

トリコームは単列ないし多列，枝を作るが主軸と枝 Handeliella Skuja 1937; Schmidleinema De Toni 1936 

の聞に形態の違いは認められない。藻体は基部におい (syn.: Camt砂伽emaSchmidle 1900); Seguenzaea Borzi 

て偽柔組織状になることがある，上部においては放射 1906;伽仰向'onBorzi 1905 (syn.:んゆ抑加'otogon

状に発達し，時に二叉分枝状の糸状体になる。 X字 Elenk. 1949 incl.) 

型， T字型， V字型分枝を作る。異質細胞は形成され

なし、かまたは介生的に形成される。生殖は不動徴胞子 (6) Loriellaαae Geitl. 1925 

または動徴胞子，アキネート，連鎖体による。 トリコームは全て単列，数珠形ないし円筒形，主軸

Catsosira K曲tz.ex Bom. et Flah. 1886; Desmosithon Borzi と分枝に分化することはない。 T字型， V字型分校を

1907*;母Ithomoψ，haBorzi 1916*; Letestui・nemaFremy 作る。異質細胞は形成されなし、か，または介生的に形

1930*; NemaゅlacaGeitl. 1933; Sta抑制tonemaFremy 成される。生殖は連鎖体，厚膜連鎖体，アキネートに

1930* よる。

AlbrなhtiaCopel. 1936*; Brac，砂trichiotsisJao 1944; Col-

(3) Stigonemataceae (Hass.) Kirchn. 1898 teronema Copel. 1936*; Geitleria Friedm. 195デ;

トリコームは多列となることが多い，多かれ少なか Lo必reniaGom. 1896本;Loriella Borzi 1892; Mastigocoleot-

れ主軸と枝との聞に分化が認められる。 X字型， T字 sis Geitl. 1925*; Matteia Borzi 1906* 

型， V字型分枝を作る。異質細胞は形成されないか，

介生的に形成される。生殖は連鎖体，不動連鎖体，厚 LoefgreniaとMastigocoleotsisは先端で細くなる毛状の

膜連鎖体による。 分校を持つ。もしこの特徴が重要と認められるなら，

Homoeo的'cheSkuja 1944 (syn.: Thackerella Bharadw. 両属はLoriellaceae内の亜科として分類されるべきで

1963); Pulvinularia Borzi 1917; St伊nemaAg. ex Bom. et あろう。

Flah. 1886 (syn.: Sirosithon Kutz. 1843) 

(7) Nostochopsaceae Geitl. 1925 
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トりコームは全て単列，ほぼ円筒形ないし数珠形，

主軸と枝の分化が認められない。 T字型， V字型，稀

に逆Y字型分校を作る。異質細胞は介生的かまたは

短い側枝の先端に形成される。生殖は連鎖体による。

Baradlaia Palik 1960*; Mastigocladopsis Iyeng. et Desik. 

1946*; M，酎'ligocol，削 Lagerh.1886;飾的chopsおWoodex 
Born. et Flah. 1886 (s戸・:.A今'xodermaSchmidle 1901) 

(8) Mastigocladaceae Geitl. 1925 

トリコームは全て単列，円筒形ないし数珠状，主軸

と枝の分化が認められない。 T字型， V字型， Y字型

分枝を作る。異質細胞は形成されないか，または介生

的に形成される。生殖は連鎖体，不動連鎖体，厚膜連

鎖体，アキネート，例外的に徴胞子による。

(i) Mastigocladoideae 

トリコーム及び分枝の頂部は多少円筒形で，やや円

い頂端細胞を持ち，分校は主にT字型またはV字型

でY字型は稀である。

Ad問仰 DeToni 1936 (syn.: Lit，伽 emaErceg. 1929); 

Chondrogloea Schmidle 1902*; Hapalosiphon Nag. in 

Kutz. ex Born. et Flah. 1886; M，国 tな'oclad，山 Cohn1862; 

⑪閉tphyonema Jao 1944; Thalpophila Borzi 1906*; 

Umezakia M. Watanabe 1987; Voukiella Erceg. 1925; 

M今stiellaBorzi 1907 

(ii) Brachytrichioideae (Born. et Flah.) Fritsch 1945 

トリコームの頂部は細くなり毛状に終わり，分枝は

おもに V字型と Y字型である。

Brac，砂trichiaZan釘 d.[1872] ex Born. et Flah. 1886; Her・

紗'zonemaWeber-Bosse 1913; lyengariella Desik. 1959; 

Parenc砂脚ゆhaTseng et Hua 1984;伽nphyonemopsis

Tiwari et Mitra 1969 

最後に，様々な質問に答えて下さったチェコスロパ

キア科学アカデミー植物学研究所のJ.Komarek博士

に心から感謝する。
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